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　   ＜要　旨＞
本稿の目的は、･･･。
要旨は400～500字とする。






１．はじめに

本稿は、人文・社会科学系の博士前期課程（修士課程）において社会人学生向けに開講した授業の実践内容を扱う。そのねらいは、この授業実践から得られた知見を通して、社会人を対象とする前期課程に特有の課題を明らかにし、その課題をクリアするために専攻・分野レベルでどのような方策が必要かを検討することである。具体的には、名古屋大学大学院教育発達科学研究科教育科学専攻の高度専門職業人養成コースの一つである「高等教育マネジメント分野」において、筆者が平成19年度前期に開講した「高等教育基礎論（研究方法）」の授業実践の意図と背景、授業プロセス、その成果をとりあげる。この授業は、社会人の大学院新入生を対象に、研究生活への適応方法と、修士論文を作成するための基礎的スキルの習得を図ることを目的としている。
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図1　図タイトル



２．本文見出2
2.1　本文見出2-1
2.1.1.　 本文見出2-1-1
　：
　：
　：

注

1）平成17年度に「魅力ある大学院教育イニシアティブ」に採択された97プログラムに在籍する大学院生のデータから算出すると、平成18年度の前期課程修了者のうちアカデミックポストに就いた者およびそれを志向する者（大学教員や公的研究機関への就職、後期課程への進学の合計）の割合はわずか25.3％である。その一方で、進学も就職もしない者は15.0％に及ぶ（ちなみに人文社会系では36.4％）独立行政法人日本学術振興会編「魅力ある大学院教育」イニシアティブ委員会編『「魅力ある大学院教育イニシアティブ＜平成17年度採択教育プログラム＞事後評価結果報告」2007年。
2) 金子元久、2006、「人文社会系大学院の展望」『IDE　現代の高等教育』478:37（2006年2-3号）。
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